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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本研究は研究領域がめざす「人間と調和した創造的協働を実現する知的情報処理システムの構築」

をクラウドソーシングの分野で実現した。自然災害時の迅速な状況把握を含む、緊急で大規模な労働

集約を可能にすることを目標として、人間と AIがバランス良く共同作業を分担するための自動的なタ

スク割り当てと、共同作業中でも動的にタスク全体の最適化を行う新しいクラウドソーシングの方法

（サイボーグクラウド）を開発した。従来手法がタスク割当ての際に，金銭的コストと結果の品質の

みに着目していたのに対して、これだけでなく、ELSI（倫理的・法的・社会的課題）に配慮して、人

間が感じるストレスを軽減する、得意タスクを優先する、スキル向上もねらう、等の視点を取り入れ

たタスク自動割り当てと最適化を実現した点も優れている。具体的に、新潟県燕市、愛媛県およびイ

ンドネシア・バンダアチェ市との国内外での大規模な防災訓練等を通じて、その方法の効果を実証し

た。80件を超える海外論文、国際会議発表、27件の受賞等、学術的にも優れた成果を上げた。一般社

団法人の設立、京都府立図書館において新システムに採用される等、研究成果の社会還元にも寄与し

た。 
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